
　1990（平成2）年11月17日からおよそ5年間継続した平成噴火は、溶岩ドームの形成とその崩落によって生じる
火砕流、および土石流の発生に特徴づけられます。平成噴火は、火山噴火がどのようにして始まり、どのように終
わっていくのかが把握された事例としての価値を持っていますが、噴火の推移は一定ではなく、火砕流が頻発した
時期もあれば、火砕流がほとんど起こらなかった時期もありました。この時の噴火は、山の周囲にどのような地層
をもたらしたのでしょうか。
　雲仙天草国立公園内に位置する島原市南千本木の長崎県立垂木森林公園では、平成噴火の際に生じた火砕流、火
山灰、そして火砕流に伴う熱風がもたらした砂の層といった、複数の地層が見られます。これらの地層の特長は、ど
のような噴火現象でつくられたのかが分かっている点です。具体的には、地面を流れた火砕流は、大きな石と火山
灰が混ざった地層をつくりました。火砕流が発生するたびに空から降下した火山灰は、薄い層が重なるしま模様の
地層をつくりました。そして火砕流に伴う熱風は、粗い砂粒の地層をつくりました。このように、そのでき方が目撃
されている地層群は、世界的に見ても貴重です。
　垂木森林公園内にみられる地層群は「古い地層ほど下にあり、新しい地層ほど上にある」という地層のでき方を
学ぶ上でも最適です。未来の研究者や子どもたちがこれらの地層群を活用できるよう、この貴重な地質遺産の保全
にご協力ください。� 問　島原半島ジオパーク協議会　☎0957-65-5540

地層群が伝える平成噴火―垂木森林公園

第21回ジオ空
ぞら
教室開催！

　島原半島の歴史・文化・自然、そしてそれらをつくりだしたジオの魅力を、毎回たのしく紹介します。	
ふるってご参加ください！
日　時：6月24日（日）午前10時~正午	 集合場所：霊丘公園（島原市弁天町2丁目）受付開始　午前9時45分
講　師：大野	希一	氏（島原半島ジオパーク協議会事務局次長）
題　目：Dr.オーノとさるく	「江戸時代の海岸線をたどろう」
内　容：普段は車で通りすぎてしまうマチのナカに潜むジオの見どころを、火山博士とめぐります。
定　員：20人（先着順）	 参加料：500円（ジオスイーツのお土産付き）
申込み：島原半島ジオパーク協議会事務局　☎0957-65-5540／　info@unzen-geopark.jp
締　切：6月20日（水）	 （「ジオセミナー」から「ジオ空教室」に名称が変わりました。）

垂木森林公園内にみられる「平成噴火」の地層群（2010年11月10日撮影）
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UNZEN市民講座 『自分作り』・『仲間作り』を始めませんか?
申込み受付は、平日午前9時~午後5時までです。
皆さんのご応募お待ちしています。

【日　時】6月21日㈭　午後2時〜4時　
【対　象】一般　　【定　員】12人（先着順）
【講　師】前田�清徳�氏（本久一鍛冶屋）　【費用】無料
【持参品】�包丁・研石（あら研ぎと仕上げ用、仕上げ

用のみでも可）・エプロン・タオル
【場　所】小浜老人福祉センター�調理実習室　
【申込先】生涯学習課　小浜駐在　☎0957-74-5501
【申込期間】6月4日㈪〜6月18日㈪

　調理室や家庭の包丁を使い研ぎ方を学びましょう。

包丁研ぎ教室

【日　時】7月3日㈫、10日㈫、
　　　　　17日㈫、24日㈫　午前10時〜正午

　かぎ針で夏にふさわしいバッグを編みます。

かぎ針1本で編む
サマーバッグ

【日　時】6月20日㈬、27日㈬
　　　　　午後1時〜3時
【対　象】一般　　【定　員】10人（先着順）
【費　用】1,500円（材料費）
【持参品】メジャー・はさみ
【場　所】愛野総合支所�2階会議室
【申込先】生涯学習課　愛野駐在　☎0957-36-0616
【申込期間】　6月1日㈮〜6月14日㈭

　植物を吊るすハンギングを、マクラメで作ります。

マクラメで、
ハンギング作り

【日　時】6月23日㈯、6月30日㈯
　　　　　午後1時30分〜4時
【対　象】一般　　【定　員】先着　各10人
【講　師】植木�知子�氏（食育豆腐インストラクター）
【費　用】1,000円（材料代）
【持参品】�筆記用具、エプロン、三角巾、手拭用タオル、

ミキサー（持っている方のみ）、持ち帰り用タッ
パー（縦15cm×横20cm×高さ15cm以上）

【場　所】吾妻町ふるさと会館�調理実習室
【申込先】生涯学習課　吾妻駐在☎0957-38-3108
【申込期間】6月6日㈬〜6月22日㈮　

　国産の材料を使用し、自らの手で大豆を絞りながら、
豆乳から豆腐を作ります。

おとうふ作り体験教室

【日　時】7月12日㈭　午前9時30分〜午後1時
【対　象】一般　　【定　員】15人（先着順）　
【講　師】芦塚�多津子�氏（食生活改善推進員千々石支部代表）
【費　用】300円程度（材料代）　
【持参品】エプロン・三角巾・手拭用タオル　
【場　所】千々石町公民館
【申込先】千々石町公民館
　　　　　☎0957-37-2520　
【申込期間】6月11日㈪
　　　　　　〜6月22日㈮

　ふっくらやわらかく蒸しあがる生地作りから蒸し方ま
で、まんじゅう作りの基本を学ぶ調理実習。　

ふっくらほっかほか!
まんじゅう作り教室

【日　時】6月12日㈫、19日㈫
　　　　　午前10時30分〜正午
【対　象】一般
【定　員】先着10人
【講　師】井上�美佳�氏
【費　用】�1,000円（2回分材料費）
【持参品】裁ちばさみ
【場　所】愛野総合支所�2階会議室
【申込先】生涯学習課　愛野駐在�☎0957-36-0616　
【申込期間】6月1日㈮〜6月11日㈪

ちりめん布をつまんで貼ることで、お花のキーホルダー
とブローチを作ります。

つまみ細工で「お花」つくり

【日　時】6月28日㈭　午後7時30分〜9時30分
【対　象】一般　　【定　員】15人　
【講　師】崔　誠�恩（チェソンウン）氏　国際交流員
【費　用】300円程度（材料代）
【持参品】手芸（のり、はさみ、タオル等）
【場　所】千々石町公民館
【申込先】千々石町公民館
　　　　　☎0957-37-2520
【申込期間】6月1日㈮〜6月15日㈮

　韓国手芸蓮の花ランタンの制作や、韓国文化につい
ての講話があります。

韓国文化講座
「崔さんの韓国手芸〜蓮の花ランタン〜」

【対　象】一般　　【定　員】15人（先着順）
【講　師】田中�恭子�氏　
【費　用】1,500円程度（材料費）
【持参品】かぎ針7号か8号、はさみ、筆記用具
【場　所】　愛野総合支所�2階会議室
【申込先】　生涯学習課　愛野駐在　☎0957-36-0616
【申込期間】　6月11日㈭〜6月25日㈭
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夏休みはラジオ体操で心とカラダをリフレッシュ！

「小女」（島田家蔵）
問　生涯学習課　文化財班　☎0957-37-3113

雲仙市図書館　休館のお知らせ
蔵書点検のため休館します。
６月７日㈭～６月13日㈬
蔵書点検って…？
雲仙市図書館が所蔵している本や雑誌・ＤＶＤなどすべての資料を点検し、正しく配架します。
利用しやすい図書館づくりのために、必要な作業期間です。

長期休館となりご不便をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願いします。
なお、雲仙市図書館以外の市内図書室は通常どおり開館しております。ご利用ください。

問　雲仙市図書館　☎0957-78-3977

　玉葉は、明治16年、酒造業栗原宰
つかさ
の長女として、吾妻町（旧山田村）栗林地区に生ま

れました。幼い頃から苦労して勉強し、中学校を卒業した玉葉は、中学校の恩師の助
けもあり、東京女子美術学校（現女子美術大学）で絵を学びました。卒業後は、大正3
年第7回文部省主催展覧会を皮切りに次々に入選し、その名は多くの人に知られる
ようになりました。当時としては数少ない女性日本画家として活躍しました。大正9
年、病のため40歳という若さで亡くなり、玉葉の遺骨は東京の天王寺と上原墓地（旧
山田村）に分骨されました。
　次回は、愛野の干拓事業を行った　田中平治氏を紹介します。

７月は、市内で２回のラジオ体操会を実施します。
子どもから大人の人まで、みんなで一緒にカラダを動かしましょう！
詳しくは広報うんぜん７月号でお知らせします。

◆市民ラジオ体操会
【日時】7月21日㈯　午前6時15分～
会場：市内の7会場

◆平成30年度
　夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会
【日時】7月31日㈫　午前6時～
会場：愛野運動公園（雨天時は愛野小学校体育館）

問　スポーツ振興課　☎0957-37-3113

雲仙市の人物伝3．　　栗
くりはら
原　玉

ぎょくよう
葉　－吾妻町－を紹介します。
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今 日 用
（があるこ

と）
今 日 用
（があるこ

と）今日行く
（ところ）

地域みんなで介護予防　～木津の取り組み～
元気な足腰で「きょういく」 「きょうよう」をふやしましょう！
地域みんなで介護予防　～木津の取り組み～
元気な足腰で「きょういく」 「きょうよう」をふやしましょう！

各種イベントに積極的に参加しています

地域のみんなが一緒に元気になることが、地域の活性化につながっています

木津の紹介

小浜町の一番北側にあり、
橘湾に面した自然豊かなところ。

木津地区の紹介（平成29年12月31日現在）
○人　口　223人
○世帯数　97世帯
○高齢者　80人
○高齢化率　約36％
 （3人に1人が高齢者）

ころばんごとがんばらんば
体操教室の内容紹介

◯雲仙市オリジナルの転倒骨折予防体操
 （DVD・30分）
◯歌・歌体操・脳活性化トレーニング
　など実施。

ころばんごとがんばらんば体操教室を通して
体力づくり・仲間づくり・地域づくり

○平成23年10月からスタート
○週1回（木曜日）
○メンバー　20人

体操教室をきっかけに……

　教室をきっかけに、今では、74名と
小浜町内で1番会員数が多いクラブと
なりました。

長崎県高齢者いきいきフォーラム
県民大会にて発表

　2月26日諫早文化会館にて、『介護予防から広げよう交流と元気の輪 ～誰もがいきい
きと活躍できる社会を目指して～』をテーマに【長崎県高齢者いきいきフォーラム県
民大会】が開催されました。
　大会では、昨年度“奨励賞”を受賞した木津ころばんごとがんばらんば体操教室の活動
の内容を発表しました。

介護予防

問　福祉課　高齢障害班　☎0957-36-2500
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のお知らせ福祉

視覚に障害のある方に生活訓練への参加ＰＲを
お願いします！
　視覚に障害のある方を対象に、日常生活向上のための支援を行っ
ています。（参加費無料）
　訓練会場までマイクロバスでの無料送迎も行っていますので、視
覚に障害のある方へのＰＲのご協力をお願いします。
【期日場所】
　6月6日㈬、愛野保健福祉センター（雲仙市愛野町乙493番地6）
　　  13日㈬、愛野農業研修センター（雲仙市愛野町乙768）　
【時間】午前10時～午後2時30分（点字訓練）

障害者巡回相談のお知らせ
　障害者相談支援事業所「はあと」（市委託事業者）は、障がいの
ある方やその家族を対象に毎月巡回相談を行っています。お気軽に
ご相談ください。秘密は厳守します。
【期日場所】
　6月11日㈪　小浜総合支所（雲仙市小浜町北本町14番地）

【時間】午後1時30分～4時　（予約不要・無料）

通学支援事業について
　「通学支援事業」は、特別支援学校（小・中学部・高等部）への通学に係る保護者の負担軽減や、
児童・生徒の自立促進を目的とした事業で、現在6名が利用しています。児童・生徒が安心、安
全に通学できるよう、通学時にヘルパーが付き添い、障害の程度や特性に応じて必要な支援を行
います。
　保護者からは、「この制度を活用してヘルパーさんに自宅から学校間の往復を付き添っていた
だいています。経済的な負担はありますが、私も働く時間が確保され、心の余裕もでき、大変助かっ
ています。安心安全に通学できるのが一番ありがたいです。とても良い事業に取り組んでいただ
いて感謝しています」との声をいただいています。詳しくは福祉課までご相談ください。

目や見え方に関する相談会（巡回支援教育相談会）
　あそび・育児・学校で困っていることなど、ご相談に応じます。
【期日】７月31日㈫　　【場所】島原市保健センター（長崎県島原市霊南2丁目45）
【対象】見え方に関する支援の相談を希望される方（乳幼児～小中高校生、保護者など）
【申込】お電話での事前申し込みをお願いします。
【締切】７月6日㈮（お申し込みはお早めに）
※詳しくは盲学校ホームページをご覧ください。http://www.news.ed.jp/mou/

� 問　長崎県立盲学校　☎095-882-0020　担当　視覚障害支援部：濱田

雲仙市地域自立支援協議会　子ども支援部会だより
　こんにちは、雲仙市地域自立支援協議会の子ども支援部会です。
　子ども支援部会は、障がいのある子どもの親や教育機関、事業所、相談支援事業所、市の保健師など19名で構
成され、障がいのある子どもたちが成長段階に応じて一貫してニーズに沿った充実した支援を受けられるように、
何が必要かを協議しています。
　前年度は、発達障害を持つお子さんの養育経験がある保護者による「ペアレントメンターながさき」を講師に
迎えて、「発達が気になる子どもの育ちを支える」をテーマに講演会を開催しました。
　また、相談支援マップの作成にも取り組み平成３０年度には完成予定となっています。

　次回は、発達障害についてやその相談先について掲載予定です。お楽しみに。

広報うんぜん音声ＣＤの貸出と
配布について
【音訳ＣＤの貸出】
　「広報うんぜん」をＣＤに録音したものを、
無料で貸し出します。（貸出期間は2週間で
す。）

（貸し出し場所）　福祉課・総合窓口課・各
総合支所地域振興課・雲仙市図書館および
各公民館図書室
【音訳ＣＤの配布】
　「広報うんぜん」の音声ＣＤを、身体障害
者手帳（視覚に障害のある人）をお持ちの
方には無料で配布しています。ご連絡くだ
さい。
　利用される方は、市役所・福祉事務所・
各総合支所の窓口でお受け取りください。

問�福祉課高齢障害班
☎0957-36-2500
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安全・安心な住まいの支援制度のお知らせ 問　建築課　☎0957-38-3111

木造住宅の耐震診断費用を補助します

　地震から家族と財産を守るには、地震に強いわが家に
することが不可欠で、その第一歩が、家の健康診断とも
言える「耐震診断」です。
　市では、「耐震診断」にかかる費用46,200円に対し、
30,800円を補助します（自己負担額は15,400円です）。
■対象となる住宅
　市内にある昭和56年5月31日以前に着工した3階建て
以下の戸建て木造住宅で、延べ面積の過半の部分が、住
宅用に使われているもの。
■補助対象者
　補助対象住宅を所有し、現にその住宅に居住する人 

（市税の未納がある場合、補助金の交付が制限されます。）
　※ 上記「耐震診断」の結果、耐震性が低いと診断され

た住宅には、耐震改修計画作成（図面作成）費用の
補助制度があります。

　助成額　作成費用の2/3　（上限70,000円）
　また、耐震改修計画に基づく耐震改修工事（診断の結
果耐震基準に適合しない住宅を撤去した土地で行う新築
工事を含む。）費用の補助制度もあります。
　助成額　工事費用の3/4　（上限900,000円）
　注） この補助金は、予算額に達した時点で終了させて

いただきます。

老朽化した危険な空き家の
除却費を一部補助します

　安全・安心な住環境づくりを促進するため、老朽化等
により危険な空き家の除却を行う方に対して、除却費の
一部を補助します。
■対象建築物
　現在、使用されていない木造または鉄骨造で、国が定
める評点が合計100点以上となる危険な空き家住宅
■補助対象者
　①　建築物の所有者
　②　相続人
　③　①または②の方から除却について同意を受けた方
■補助対象経費
　次のいずれか少ない額
　①　解体・運搬・処分に要する費用の８／10
　②　国が定める除却工事費により算定した額の８／10
■補助額
　補助対象経費の1／2（上限 50万円）
■申請受付
　12月21日㈮まで
　注） この補助金は、予算額に達した時点で終了させて

いただきます。

雲仙市内にある昭和56年5月31日以前
に着工された多数の人が利用する建築
物の耐震診断費用を補助します

■多数の人が利用する建築物とは・・・
　以下のような建築物です。
　○幼稚園、保育所：2階建て以上かつ500㎡以上
　○体育館：1,000㎡以上
　○ 老人ホーム、福祉施設など：2階建て以上かつ1,000

㎡以上
　○ 病院、集会所、ホテル、旅館、車庫、事務所、工場、

店舗、飲食店、賃貸住宅など：3階建て以上かつ1,000
㎡以上

■補所対象者
　上記の建築物の所有者など（市税の未納がある場合、
補助金の交付が制限されます）。
■補助額
　耐震診断に要する費用の2/3 
上限160万円（別途、
面積による限度額が
あります）。

性能向上を図るリフォーム工事を行う
住宅の所有者に対し補助を行います

　補助対象となるバリアフリー・安全型リフォーム工事
の合計が50万円以上（別に定める単位当りの金額で算定）
のものが対象です。
　自ら所有し、居住する（または居住しようとする）住
宅に限ります。
■補助額　10万円
■主な工事例

【階段・出入口・床】階段の勾配緩和・開戸を引戸に交換
【浴室】 浴槽のまたぎ高さ低減・ユニットバスに取替え・

滑りにくい床材へ交換
【便所】 ドアノブを取替える・洋式便器に交換・床面積の

増加
■注意事項
○1つの住宅に対する補助金の交付は、1回限りです。
○ 補助金交付決定前に着手したものについては、対象と

なりません。
○ 市内に住所を有する個人事業主または本店、支店、営

業所等を有する事業所に発注する工事が対象です。
○ 他の制度などにより補助金を受けられる場合は、明確

な区分けが必要です。
○他の補助金と重複して補助を受けることはできません。
　（国の制度である省エネ住宅ポイントなど）
注） この補助金は、予算額に達した時点で終了させてい

ただきます。
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　ひとり親家庭のお父さん、お母さんを対象に、ハローワーク諫早の巡回相談が毎月第二水曜日に実施されます。職業相
談、職業紹介が雲仙市福祉事務所で受けられますので、就職活動中の方、転職を考えている方、お気軽にご相談ください。
日　時　６月13日㈬��午前10時30分～午後3時15分
場　所　雲仙市福祉事務所（雲仙市役所千々石庁舎内）
対象者　ひとり親家庭のお父さん、お母さん
内　容　職業相談、職業紹介�※一人45分程度（要電話予約）
� 問　子ども支援課　☎0957-36-2500

■ハローワーク諫早巡回相談が開催されます！

　雲仙市では、市と市民、事業者が連携して、雲仙市らしい良好な景観を守り、育て、そして景観を活用したま
ちづくりを実現するため、雲仙市景観計画を策定しました。
　雲仙市景観審議会は、雲仙市景観計画に基づく各種事業や市長の諮問に応じ、景観まちづくりに関する事項を
審議するため、雲仙市景観条例に基づき設置しているものです。
　市では、審議会に参加し、ご意見をいただける方を市民の皆様から募集します。

１　募集人数　　　男性　1名
　　　　　　　　　女性　1名
２　応募資格　　　①�　平成30年６月１日現在、満18歳以上の雲仙市内にお住まいの方で、雲仙市の景観につ

いて関心・熱意のある方
　　　　　　　　　②　任期開始日に引き続き住所を有する見込みで、会議に出席できる方
3　任　　期　　　委嘱した日から2年間
４　内　　容　　　�委員として、年に１～3回程度、平日昼間の会議に出席し、意見を述べていただきます。報

酬等は、雲仙市の規定に基づきお支払いします。
５　応募期間　　　６月１日（金）～６月29日（金）※必着
６　応募方法　　　�監理課または各総合支所に備え付けの応募用紙に必要事項を記入し、「雲仙市の景観」をテー

マとした作文（800字以内）を添えて、監理課または各総合支所窓口へお申し込みください。
なお、作文の書式は自由ですが、応募用紙裏面にも様式を印刷しておりますので、ご活用く
ださい。

　　　　　　　　　※�応募用紙は、市ホームページからもダウンロードできます。また、応募は郵送、FAX、Ｅメー
ルのいずれかでもできます。

７　選考方法　　　応募要件を満たした方の中から、書類選考により委員の選考を行います。
　　　　　　　　　�なお、選考の状況により面接を行う場合があります。面接の通知、選考の結果は個別に通知

します。

【問い合わせ・応募先】　　建設部監理課（都市計画班）
　　　　　　　　　　　　〒859-1107　雲仙市吾妻町牛口名714番地
　　　　　　　　　　　　電　話　０９５７－3８－3１１１
　　　　　　　　　　　　ファックス　０９５７－3８－６５９２
　　　　　　　　　　　　メール　kanri＠city.unzen.lg.jp

■雲仙市景観審議会委員を募集します

　雲仙市役所または各総合支所において、申請用の顔写真撮
影とオンライン申請を行っています。手数料は無料です。
　マイナンバーカードは公的身分証明書として使用できます
ので、お持ちでない方はご利用ください。

� 問　総合窓口課または各総合支所

■マイナンバーカード申請サービス
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　市では、｢仕事の都合などで、市役所が開いている時間にどうしても行けない｣という方のために、住民票や税の
証明書などの時間外交付サービスを実施しています。
利用できる交付サービス　　（平日午後７時まで、休日午前８時30分～午後７時）
　（１）住民票
　（２）所得、納税関係�
　　　　所得証明書、所得・課税証明書、課税証明書、非課税証明書、
　　　　納税証明書、国民健康保険税納付額確認書
　（3）固定資産関係
　　　　評価証明書（土地・家屋）、価格通知書（土地・家屋）、公課証明書、
　　　　名寄帳写、車庫証明、資産未所有証明書、地籍図、図根点一覧表、
　　　　一筆図形、筆属性一覧表
※�受け取りを希望する本庁または総合支所へ時間内（平日午前８時30分～午後５時15分）にご連絡ください。� �
予約がないと交付できません。
詳しくは市ホームページをご覧になるか、関係課へお問い合わせください。
� 問　（１）総合窓口課　（２）（3）税務課　☎0957-38-3111

■時間外交付サービスのご案内

　「ねんきん定期便」をご存知ですか？
　日本年金機構では、毎年1回誕生月に、加入者（被保険者）の方に対して年金加入記録をご確認いただくとともに、
年金制度に対するご理解を深めていただくことを目的として、「ハガキ」の「ねんきん定期便」をお送りしています。
【お知らせする内容】
　・これまでの年金加入期間
　・これまでの加入実績に応じた年金額
　・（参考）これまでの保険料納付額
　・最近の月別状況　　など
　また、35歳、45歳、59歳の方には、「A４封筒」の「ねんきん定期便」をお送りし、年金加入記録の確認方法など
を詳しく記載したパンフレット等を同封しています。
　誕生月に「ねんきん定期便」が届いたら、ぜひご確認ください。

� 問　ねんきんダイヤル　☎0570-05-1165（ナビダイヤル）　諫早年金事務所　☎0957-25-1662
� 総合窓口課保険年金班　☎0957-38-3111

■国民年金からのおしらせ

例えば…
・借金を繰り返しており、生活が安定しない、生活するお金がない
・就職活動がうまくいかない、仕事が長続きしない
・引きこもり生活をしていて、社会に出るきっかけがつかめない
・家の中にゴミが散乱している、片付けられない
・人間関係がうまくいかない、人と会うのが怖い
・地域から孤立している、どこに相談したらいいかわからない

■生活困窮者の支援

　空き店舗の情報、雲仙市空き家バンク制度と連携した空
き家の情報、先輩創業者による創業体験談、創業支援施策
の紹介などを閲覧できます。
　詳しくは「雲仙アキナビ」で検索ください。
問　雲仙市商工会　小浜支所　☎0957-74-3171

お金・仕事・暮らしなどの、
幅広い問題や悩みを一緒に考え、
解決への手助けを致します。
相談は無料で、秘密は固く守られます。
ご家族・周りの人からの相談でも受け付けます。
来所が困難な人は訪問相談も可能です。
一人で悩まず、まずはご相談を！

問　保護課　☎0957-36-2500

幸せ運ぶメールマガジン

登録はこちらから

　市内の結婚活動支援に関するイベントなど
の情報をメール配信する「幸せ運ぶメールマ
ガジン」を運用中です。ぜひご登録ください。

雲仙アキナビについて

「雲仙アキナビ」
はこちらから

空き店舗イメージ
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〔
広
告
〕

■
介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
マ
ッ

チ
ン
グ
会
開
催

　
介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け

入
れ
団
体
に
よ
る
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
に
や
っ
て
も
ら
い
た
い
こ

と
の
ア
ピ
ー
ル
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

希
望
者
に
よ
る
や
っ
て
み
た
い
こ
と

の
ア
ピ
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
時

　
６
月
29
日
㈮　
午
前
10
時
～
正
午

介
護
予
防
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

初
級
編
（
希
望
者
の
み
）

　
６
月
29
日
㈮　
午
後
１
時
～
３
時

場
所　
い
ず
れ
も
吾
妻
町
ふ
る
さ
と

会
館（
吾
妻
町
牛
口
名
5
3
7
－
1
）

対
象
者　
雲
仙
市
に
在
住
の
方

参
加
費　
無
料

申
込　
随
時
電
話
に
て
受
付

問
・
申
込
　

　
島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

　
介
護
保
険
課

�

☎
０
９
５
７（
61
）９
１
０
２　

■
諫
早
調
停
協
会
無
料
相
談
会
を
実

施
し
ま
す

日
時　
６
月
30
日
㈯

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時（
予

約
不
要
）

場
所　
諫
早
商
工
会
館
3
階
大
ホ
ー

ル（
諫
早
市
高
城
町
５
－
10
）

相
談
内
容　
借
金
・
土
地
建
物
・
賃

貸
・
離
婚
・
遺
産
相
続
、
そ
の
ほ

か
の
紛
争
等
に
関
す
る
解
決
方
法

に
つ
い
て

相
談
担
当
者

　
調
停
委
員（
諫
早
簡
易
裁
判
所
お

よ
び
長
崎
家
庭
裁
判
所
諫
早
出
張

所
所
属
）

問　
諫
早
調
停
協
会

�

☎
０
９
５
７（
47
）９
７
０
１

■
青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ

　
参
加
者
募
集

期
間　
７
月
31
日
㈫
～
８
月
４
日
㈯

対
象　
小
学
３
年
生
～
中
学
３
年
生

締
切　
７
月
５
日
㈭

問
・
申
込

　
（
公
財
）国
際
青
少
年
研
修
協
会

�

☎
０
３（
６
４
１
７
）９
７
２
１

■
甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

日
時　
６
月
14
日
㈭

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

　
　
　
６
月
15
日
㈮

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30
分

場
所　
島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組

合
消
防
本
部（
島
原
市
新
馬
場
町

8
7
2
－
2
）

受
講
料

　
３
、６
５
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
期
限　
６
月
６
日
㈬
ま
で

問
・
申
込

　
島
原
広
域
消
防
本
部
予
防
課

�

☎
０
９
５
７（
62
）５
８
５
７

■
島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

「
介
護
相
談
員
」募
集
　

募
集
人
数　
若
干
名

活
動
内
容

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
訪

問
し
て
利
用
者
や
家
族
の
相
談
を

受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。

応
募
資
格

　
65
歳
未
満
、要
自
動
車
免
許
、雲
仙

市
在
住
の
方
。

活
動
謝
礼　
１
回
６
０
０
０
円

応
募
期
間

　
６
月
１
日
㈮
～
６
月
22
日
㈮

応
募
方
法　
島
原
地
域
広
域
市
町
村

圏
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（h
�
t
�t�p�:�

//w
w
w
.shim

abara-area.
net/site/ffh.php

）ま
た
は
本
市

福
祉
課
に
備
付
の
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
別
途
作
文

（
4
0
0
字
程
度
）と
と
も
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法　
面
接

選
考
日
・
場
所

　
応
募
者
に
別
途
通
知

問
・
応
募
先

　
島
原
地
域
広
域
市
町
村
圏
組
合

�

☎
０
９
５
７（
61
）９
１
０
１

■
国
立
口
之
津
海
上
技
術
学
校
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
　
参
加
生
徒
募
集

日
時
　
６
月
30
日
㈯
、7
月
21
日
㈯
、

10
月
20
日
㈯ 

い
ず
れ
も
午
前
10

時
〜
午
後
2
時
30
分

問　
国
立
口
之
津
海
上
技
術
学
校

　
　
教
務
課

�

☎
0
9
5
7（
86
）2
1
5
2

～平成 30年度　危険物安全週間～
６月３日（日）から６月９日（土）まで、危険物安全週間が実施されます。
危険物（ガソリン、灯油など）が絡む事故、火災を起こさないよう、
取り扱いには十分注意しましょう。

●灯油用プラスチック容器にガソリンを入れない
　灯油用プラスチック容器にガソリンを入れることは極めて危険で
あり、消防法令により禁止されています。基準に適合した「金属製
容器（ガソリン携行缶）」でなければなりません。
●ガソリン携行缶使用時の注意
・周囲の安全を確認
・フタを開ける前に機械類のエンジンを
　停止し、携行缶のエア抜きをする
・高温の場所に置かない

平成 30 年度　危険物安全週間推進標語
『この一球　届け無事故へ　みんなの願い』

問合先
県央地域広域市町村圏組合　小浜消防署　　　☎０９５７－７４－３２３１ 
島原地域広域市町村圏組合　消防本部予防課　☎０９５７－６２－５８５７
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〔
広
告
〕

■
平
成
３０
年
度
　
長
崎
県
銃
砲
刀
剣

類
登
録
審
査
会

　

銃
砲
刀
剣
類
は
審
査
を
受
け
て

「
銃
砲
刀
剣
類
登
録
証
」
の
交
付
を

受
け
た
後
所
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

日
時
・
場
所

・
６
月
４
日
㈪　
長
崎
県
庁

・
９
月
４
日
㈫　
長
崎
県
庁

・
12
月
３
日
㈪　
長
崎
県
県
北
振
興
局

・
３
月
４
日
㈪　
長
崎
県
庁

時
間　
午
後
１
時
～
４
時

持
参
す
る
も
の

①
銃
砲
刀
剣
類

②
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
出
済
証（
新

規
登
録
の
場
合
の
み
）

③
手
数
料　
新
規
登
録
審
査
１
件
に

つ
き
６
，３
０
０
円
、登
録
証
再
交

付
１
件
に
つ
き
３
，５
０
０
円

問　
長
崎
県
教
育
庁
学
芸
文
化
課

�

☎
０
９
５（
８
９
４
）３
３
８
４

■
被
爆
二
世
健
康
診
断（
健
診
無
料
）

　
健
康
診
断
の
受
診
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
お
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

対
象　
次
の
す
べ
て
を
満
た
す
方

・
両
親
と
も
に
、
ま
た
は
ど
ち
ら
か

が
原
爆
被
爆
者
で
あ
る
方

・
昭
和
21
年
６
月
４
日
以
降（
広
島

被
爆
の
場
合
、６
月
１
日
以
降
）に

生
ま
れ
た
方

・
長
崎
県
内
在
住（
長
崎
市
在
住
を

除
く
）の
方

受
付
期
間　

　
平
成
31
年
２
月
15
日
㈮
ま
で

受
診
回
数　

　
実
施
期
間
中
に
お
い
て
、
１
回
の

み
受
診

申
込　

　
次
の
場
所
で
申
込
で
き
ま
す
。

・
健
康
づ
く
り
課（
千
々
石
町
戊

５
８
２
番
地
）

・
総
合
窓
口
課（
吾
妻
町
牛
口
名

７
１
４
番
地
）

・
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

問　
雲
仙
市
健
康
づ
く
り
課

�

☎
０
９
５
７（
36
）２
５
０
０

　
　
長
崎
県
原
爆
被
爆
者
援
護
課

�
☎
０
９
５（
８
９
５
）２
４
７
5

■
島
原
病
院
正
規
職
員（
地
方
公
務

員
）募
集

募
集
人
員

　
看
護
師　
４
名
程
度

　
薬
剤
師　
若
干
名
程
度

受
験
資
格

　
看
護
師
は
昭
和
58
年
、
薬
剤
師
は

昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方（
専
門
看
護
師
・
認
定
看

護
師
は
年
齢
不
問
）で
、そ
れ
ぞ
れ

の
免
許
を
有
す
る
方
、ま
た
は
、平

成
31
年
春
ま
で
に
免
許
取
得
見
込

の
方

試
験
内
容

　
作
文
・
適
性
検
査
・
面
接
試
験

申
込
締
切
日　
６
月
15
日
㈮

�

※
午
後
５
時
30
分
必
着

試
験
日
お
よ
び
試
験
内
容

　
６
月
23
日
㈯

　
作
文
・
適
性
検
査
・
面
接
試
験

採
用
予
定
日

　
平
成
31
年
４
月
１
日
以
降（
試
験

に
合
格
し
た
方
は
、
長
崎
県
病
院

企
業
団
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
ま

す
。職
員
の
身
分
は
地
方
公
務
員

と
な
り
ま
す
。）※
欠
員
の
状
況
に

応
じ
て
、
採
用
可
能
者
は
そ
れ
以

前
に
採
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

試
験
案
内
お
よ
び
受
験
申
込
書
の
配

布
先

　

島
原
病
院
等
で
配
布
し
て
い
ま

す
。ま
た
、
島
原
病
院
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

（
Ｕ
Ｒ
Ｌ
）

　
http://www.shimabarabyoin.jp/

問　
長
崎
県
島
原
病
院　
総
務
係

（
島
原
市
下
川
尻
町
７
８
９
５
番
地
）

☎
０
９
５
７（
63
）１
１
４
５（
代
表
）

■
平
成
３０
年
度
慰
霊
巡
拝
が
実
施
さ

れ
ま
す

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
旧
主
要
戦
域

や
遺
骨
帰
還
の
で
き
な
い
海
上
に
お

い
て
、
戦
没
者
を
慰
霊
す
る
た
め
、

遺
族
を
主
体
と
し
た
慰
霊
巡
拝
を
計

画
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
要
件
や
申
込
方
法
な
ど
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
長
崎
県
原
爆
被
爆

者
援
護
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
巡

拝
地
域
や
日
程
に
つ
い
て
は
、
長
崎

県
ま
た
は
雲
仙
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　
長
崎
県
原
爆
被
爆
者
援
護
課

�

☎
０
９
５（
８
９
５
）２
４
２
７

■
自
然
観
察
会

★
６
月
自
然
観
察
会
「
絹
笠
山
ヤ
マ

ボ
ウ
シ
登
山
会
」

日
時　
６
月
17
日
㈰

　
　
　
午
前
９
時
30
分
集
合

予
約
受
付
開
始
日

　
６
月
３
日
㈰　
午
前
９
時
～

参
加
費　
大
人
５
０
０
円
、

　
　
　
　
小
学
生
３
０
０
円

★
７
月
自
然
観
察
会
「
九
千
部
岳
ヤ

マ
ボ
ウ
シ
登
山
会
」

日
時　
７
月
１
日
㈰

　
　
　
午
前
９
時
30
分
集
合

予
約
受
付
開
始
日

　
６
月
17
日
㈰　
午
前
９
時
～

参
加
費　
大
人
１
，０
０
０
円
、

　
　
　
　
小
学
生
５
０
０
円

受
付
方
法　
い
ず
れ
も
電
話
に
て
受

付
問
・
申
込　
雲
仙
お
山
の
情
報
館

�

☎
０
９
５
７（
73
）３
６
３
６

■
諏
訪
の
池
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
イ

ベ
ン
ト

★
星
空
観
察
会

日
時　
毎
週
金
～
日
曜
日
の
晴
天
時

午
後
７
時
30
分
～
９
時
30
分

★
太
陽
観
察
会

日
時　
６
月
９
日
㈯

　
　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

★
諏
訪
の
池
で
散
歩

日
時　
６
月
10
日
㈰
17
日
㈰
23
日
㈯

24
日
㈰　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

問
・
申
込　

雲
仙
諏
訪
の
池
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー

�
☎
０
９
５
７（
76
）５
０
１
０

☎
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〔
広
告
〕

有明しまばら法律事務所 １．不動産登記／相続、贈与、売買、抵当権設定等
１．商業登記／会社設立、役員変更等
１．成年後見人申立、農地法申請手続

司法書士／行政書士

平野康麿事務所
・相続登記はお済み
ですか？

・遺言は書かなくて
大丈夫ですか？

お気軽にご相談
ください 雲仙市小浜町北野１０５５番地

ＴＥＬ　０９５７‒７４‒５５１２
E-mail:hirano_55@yahoo.co.jp

ひ ら の や す ま ろ

　雲仙市の皆さん、アンニョンハセヨ！ (こんにちは。)
　夏が始まりました。皆さんはこれから迎える夏に何を計画していますか？
夏休みや休暇などでお出かけに行かれる方も多いかと思いますが、今回は
私が去年経験した夏を皆さんにご紹介したいと思います。
　雲仙市では姉妹都市である韓国の求礼郡と様々な交流活動を行っていま
す。毎年、夏には両都市の中学生が集まり一緒にすごしながら友情を深める「中学生交流事業」があります。
　お互いの都市は国立公園第一号、温泉、人口など似たような所も多くあります。反対に海に囲まれた雲仙市と山に
囲まれた求礼郡、活火山がある日本と火山活動がない韓国など違うところも沢山あります。
　交流事業は生きてきた環境も言葉も文化も違う2つの国の中学生達が、その違いを理解し合いながら成長できる良
い機会だと思います。
　雲仙市訪問では雲仙地獄、災害記念館、加津佐イルカウォッチングなど、島原半島の自然をたっぷり経験しました。
韓国には活火山がないため、なかなか見られない自然を経験し、学びました。
　求礼郡では押し花体験、染物体験、天然石けん作り、智異山トレッキング、ラフティングなどをしながら夏を満喫

しました。
　最初は緊張したり、戸惑う様子もありましたが、言葉は通じなくても
頑張ってお互いコミュニケーションを取り合い終わる頃にはすっかり仲
良くなりました。
　今年も７月月末から８月の初旬にかけて中学生の交流事業が実施され、
私も雲仙市の中学生たちと一緒に求礼郡を訪れます。中学生達は文化の
違いを直接肌で感じ、交流を通じてもっと視野を広げられると思います。
　雲仙市の中学生の皆さん、交流事業に参加して大切な夏の思い出を作っ
てみませんか？

チェさんの活動日記

　5月12日～13日の2日間、全羅南道求礼郡と智異山国立公園一帯で
100kmを4人1組で38時間以内に歩く「2018オックスファム トレイル

ウォーカー」が開催されました。12ヶ国から118チームが参加し、
73チームが無事に完歩しました。
　また、今大会は歩いて寄付することを目的としており、集まっ
た寄付金は合計1億5200万ウォン（約1500万円）にのぼり、全額
貧困を改善するための活動を支援する資金として活用されます。
　今大会には求礼郡民約1000人のボランティアが集まり、
10km区間ごとに飲み物と簡単な食事を選手たちに提供しました。

アンニョンハセヨ姉妹都市 韓国求礼郡から、
ク レ グン

『2018オックスファム トレイルウォーカー』
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人のうごき（4月末）� ［住民基本台帳月報］
■人　口：44,283人　　（前月比＋17人）
　　男性：21,005人　　女性：23,278人
■世帯数：17,304世帯　（前月比＋83世帯）

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000

10歳未満 3,425人
10～20代
7,312人

30～40代
9,179人

50～60代
13,501人

70～80代
9,625人

90代～ 1,241人
●雲仙市の人口割合（4月末）

▼雲仙市役所に保健師(専門職)として入庁し、健康づく
り課に配属され、4年目になりました。担当地区として
愛野町を受け持ち、健康相談や訪問、健康教室などを通
して市民の皆様の生活習慣病予防などの健康づくりを
行っております。また、担当業務としては精神保健に関
する事業の企画・運営等を行っております。▼仕事をし
ている中で「保健師って何をする人ね？」と聞かれるこ
とがあります。その際、私は「看護師は病院で患者さん
の病気の治療の支援をする人、保健師は地域で市民の皆
さんが病気にならないように“予防の視点”で支援をする
人。」と答えています。行政の保健師は、市民の身近な
存在として、乳幼児から高齢者まで「雲仙市民のすべて
の方」を対象に、健康に生活していただくための支援し
ております。▼私が仕事をする上で大切にしていること
は、市民の方に寄り添った支援を考えることです。人は
それぞれ生活環境や価値観など歩んできた人生が異なる
ので、まずは市民の生活背景や気持ちなどを考慮しなが
ら、市民の方にとって必要な支援は何かを考えるように
しています。戸惑うこともありますが、上司や先輩から
の助言をいただいてあらゆる角度からの視点をもって考
え、支援に繋げるように心がけています。市民の方の安
心された様子や笑顔をみると、とてもやりがいを感じま
す。また、市民の方や関係機関との関わりの中では日々、
多くの事を学び、成長させていただいていると感じてお
ります。その中でも、市民の方から健康や地域に対する
熱い思いに触れると、「その思いを形にしたい｣ と保健
師活動の原動力になっております。今後は地域全体を見
据えた健康なまちづくりを意識しながら活動をしていき
たいと思います。▼最後になりますが、行政保健師4年目、
これからさらに経験を積み重ね、雲仙市の10年後20年後、
ひとりでも多くの市民がその人らしく健康で幸せに、そ
して安心して生活ができるような「健康(幸)づくり」
を目指して、日々精進していきたいと思います。

健康づくり課　森　茉莉子

「市民の“健康(幸)づくり”のために」

職員のコラム

問　国民宿舎　望洋荘　☎0957-74-3141

　独特な香りから敬遠されがちですが、その効能は
あせもや湿疹に効果があります。ゲンノショウコ、セン
ブリと共に日本三大薬草に数えられている“どくだみ
湯”をお楽しみください！
　季節湯は毎月日曜１階露天風呂で実施しています。
　また、毎月６のつく日は入館料が半額!風呂の日ま
つりをバラ風呂にて実施します。
　ジェット風呂、うたせ湯とあわせて、望洋荘でリフ
レッシュ！
　ごゆっくりお過ごしください。

望洋荘6月の季節湯は
“どくだみ湯”です

〔
広
告
〕

みずほすこやかランドふれあいプール
６月１８日（月）オープン！！

　お待たせしました♪　暑い季節はやっぱりプール！！ 
　今年もプールの季節になりました。今年こそ泳げる
ようになりたい、体力をつけたい、ダイエットに挑戦
…みんなでプールを楽しみましょう！
　子供から年配の方まで幅広く楽しめますので、みな
さんお誘いあわせのうえお越しください。
営業期間　6月18日㈪～９月９日㈰
受付時間　 午前10時～午後８時  

（遊泳時間：午後８時50分まで）
利用料金　1人1回（2時間）
　　　　　中学生以下　100円（市外200円）
　　　　　高校生以上　150円（市外300円）
　　　　　※このほか、お得な回数券もあります。
注意事項　① 利用時は、必ず水泳帽をかぶってくだ

さい。
　　　　　② ３歳未満のお子様はプールに入れません。
　　　　　③ 小学３年生以下のお子様が利用される

場合は、保護者の方の同伴(監視)が必
要です。

問　ふれあいプール（営業期間中） ☎0957-77-4002
 ふれあい会館  ☎0957-77-4111
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　雲仙市青少年健全育成協議会主催により「地域ぐるみの子育て支援」と題し、教育講演会を開催いたします。
　講師は、県生涯学習課参事の椋本博志氏を迎え、学校、家庭、地域が一体となった地域ぐるみの子育て支
援について学びます。
　多くの皆さまのご参加をお待ちしております。

【日時】6月29日㈮　午後８時～９時
【場所】千々石町公民館
【内容】「地域ぐるみの子育て支援」
　　　　講師　椋本 博志 氏（県教育庁生涯学習課参事）

【入場料】無料（事前申込不要）

【主催・問合せ】雲仙市青少年健全育成協議会
　　　　　　　　☎0957-37-3113

教育講演会「地域ぐるみの子育て支援」

・CDと楽譜の無料配布を行っています
「雲仙市の歌」の普及を図るため、CD（コピー
版）と楽譜の無料配布を行っております

【配布場所】 秘書広報課、各総合支所、生涯
学習課駐在（楽譜のみ）

「雲仙市の歌」の歌詞を紹介します！

　雲仙市千々石町で生まれ、多くの功績を残し、時代に翻弄されながら生涯を終え、謎に包まれる「千々石
ミゲル」について学ぶ歴史講座が開催されます。多くの皆さまのご来場をお待ちしております。

【日時】７月21日㈯　午後2時～4時
【場所】千々石町公民館
【内容】「天正遣欧使節千々石ミゲルの生涯」
　　　　講師　大石 一久 氏
　　　　　　　（大浦天主堂キリシタン博物館研究部長／石造物研究家）

【入場料】無料（事前申込不要）

問　生涯学習課　☎0957-37-3113

歴史講座～千々石ミゲルの真相に迫る～
「天正遣欧使節千々石ミゲルの生涯」

問　秘書広報課　☎0957-38-3111

（１番）　

雲
うんぜん

仙岳
だけ

から　ふく風
かぜ

に

大
だいち

地目
め ざ

覚めて　豊
ゆた

かな恵
めぐ

み

生
い

きる喜
よろこ

び　ともに満
み

ち　

希
きぼう

望にむかう　うんぜんは

心
こころ

ふれあう　ふるさとよ

（２番）

海
うみ

の香
かお

りに　抱
いだ

かれて

四
し き

季も華
はな

やぐ　緑
みどり

もゆれる

くらしを讃
たた

え　幸
しあわ

せに　

明
あした

日へのびる　うんぜんは

笑
えがお

顔あふれる　ふるさとよ

（３番）

桜
さくら

あざやか　湯
ゆ

のけむり

歴
れきし

史も文
ぶんか

化も　咲
さ

きほこる

羽
は

ばたく夢
ゆめ

も　いきいきと

未
みらい

来をひらく　うんぜんは

永
と わ

久に輝
かがや

く　ふるさとよ

椋本 博志 氏


